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目｣1仁′走線株式会社でほ,中国電力株式会社神ブ一機鋼線として100kV3x125111n12クロロゾレン防食鋼偉か

ト装OFケーブル,1,127nlを納人布設した｡

二のケー【ブルは,わか跡･こおいては最も使用電圧の高い3心OFケーブルであること,ケーブルの布設ルーー

トの高低差か38mにも達L.たので中油圧補強屑を施したこと,経過地の情況により,接続部設置位置に制約

をうけたため1条が380m,ドラム市量16にも及び輸送に特殊低床シキ形貨申を用いたことおよび高低差の大

きいル=トにおいて接続作業せ行ラに当り,油の流出を最小限にとどめるため仮泊I卜装置に考慮を払った点な

ど,技術的に特記すべき点が少なくないので,その概要を紹介する｡

1.緒 言

中国電力株式会社では株式会社神テ~f製鋼所長府二工場への40kV送

電を100kV送電に昇任するため,下関変電所より神戸製鋼所受電

所間約3knlの1()OkV送電線のうち市街地を経過する受電所側1

k111をケーブル化し,100kV3心OFケーブルを布設する計画をた

てた｡

その後.ケーブルと架空線との接 点付近の立地条件

の制約のため,ケーブル部分が延長されることになり,

それとともに布設高低差が38mに達した｡従来国内で

使用実 のある低油圧補強OFケーブルは耐内圧強度の

点で使用不吋能となり,いわゆる中油圧の補強層をも′-こ-

たケーブルが採用されることになったしノ

もちろん,わが国でほ100kVケーブルの例が少ないの

でケーブルの絶縁厚さ,絶縁紙の構成などについても検

討を必要としたが,木ケーブルの製造布設に当ってほ,

補強層,傾斜布設【メニ間のケーブル引止め,高低差の大き

い部分における接続作業,ケーブルi-i■1長を可及的に長く

とって接続数を減らすたど),必然的iこケーブルドラムか

大きくなりその輸送方法に考慮を必要とした点,あるい

ほ本ケーブルが架空線に直接接続されるため雷サージに

対する保護などが主要な検討事項であった｡なお,木

電線は昭和36年1月∴1二事を完了し,同2月より運転な

続けている｡

2.系統およびルート

~Fl日鋼線の送電系統は弟】図に示すとこぉりである｡

ケーブル部分は神鋼SS側1,127mの区間である〕.こ

の区間は市街地を経過するため架空線による送電が不可

能な区間である｡弟2図はケーブル布設ルートの概略平

面囲および縦断面図である｡架空緑の懸垂がい子は

対策から9～10個連となっており招弧装置を取付けて

620kVで放電するように; 足されている｡神戸製鋼所側
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所には受電用の12,500kVAの変圧器が2基おかれまた避雷器

も日立製ODB-200形(放電電圧305kV)1組が置かれている｡

*
中国電力株式会社

**Ⅰ`r立電線株式会社電線工場

3.ケーブルの設計

3.1ケーブル導体断面積の決定

このケーブルによって受電する神戸製鋼所,艮酢l二場の受電容量
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第1表 ケ
ー ブ ル 許容電流

立

第2表 電 気 試 験 結 果

衝撃耐電圧

長時間耐電圧

..:ミ･-･･∴

660kV/3回 800kV/2回
加電中11二

160kV/6時間
385kV52分で
破壊

660kVより20kVノ3阿のスラ

ップで昇圧
160kVより15kV′/3時間のス
テップで昇圧

第3蓑 ケーブルの補強層構造

‖周ノ/向補威張銅テープ

軸方向禰感賞銅テーソ

抑え巻黄銅チーフ

は第一期工

､｣▲

90.3mm

O.4mmx25mmx2層

0.5mmxlOmmx27杖

0.2mmx25mmx2枚カニい装巻

では100kV12,500kVA変圧器2基であり将来3基と

なる予完であるし)すなわち送

である〔〕この送電

流は電旺1()OkVにおいて217A

流に対しては100111ⅠⅥ2の導体断面積が必懲で

あるが,導体上の最大ストレスな考慮すると,小サイズ導体では大

サイズ導体より惇い絶縁層を必賀とするこ､10()nl1112と1251111112の

両者を比較すると必ずLも100-1川12が有利とはな｢ノないことおよ

び外国規格などでも100kV級3心OFケーブルにおいては1251､､｡-2

相当のサイズを最′ト 体断面積とLていることなどを考慮Lて125

mm2を採用することにした･第1表にこの導体断面積にお(ナる許

容 しl･l

3.

′V{小

算 果をホす

縁 設 計

このケーブルの最高使用電J_f

回路の

ほ110kVで,このケーーナノしなrキむ

準衝撃絶縁レベル(B.Ⅰ.L)ほ100けすなわ･ら550kVであ

る｡ケーブルのインパルス耐 圧はこれiこ20%の裕度をんて66()

kVとLた｡使用電仙こおけるケーブルの最大電位傾度は,従来多く

の実績のある60～70kV3心ケーブルでほ8kV/mlⅥ以下で遁)るカ､

ら,これと同等の設計を行うと絶縁厚さは12.5Illnl程度となる.〕し

かし絶縁厚さを厚くすることほぅーーーブル外径な人きくし取扱,揮済

性などの点でほ不利であるから本ケーブ′しでは70.･Jまでの薄紙を用

いてインパルス耐電圧の向上を牒川絶縁厚さほ12.O111nl

とLたし この時の最大電位悼度は9.25kVハ11111となる

がこの値ほ抑ノ車:腰川り三績のある7(り∠まで〟)滞紙不二川い

た140kV中心OFケーブ′Lとほぼ同一･の伯でぁる ケ

ーブノし`芯成後の耐圧.試験にぉいてほ舞2表にホす紙果か

得｢ノJし広､要耐電圧に対して卜分の齢度のあることが確認

され/〉後のr乳汁に二bいてはさ｢パこ絶綾厚の伏滅が期待

されることカ■こ明らかとな/)た.

3.3 鉛 被 補 強

ケーブルのルートの高低差は弟2図のように38nlで

あって両端の立上りを含めるとケーブノLの最低部の圧力

は4･4kg/cm2となる｡一般の低油圧OFケーブ′Lは巌 高

使用圧力は3kg/cm2であるため中油圧補強層とし′て,

弟3表の構造を採用した〔〕

この補強構造の耐内圧戯度の検討結果ほ以卜のとおり

である｡

3.3.1円周方向強度

Pl=

ここで

2(Jlflgl_2×9.5×102×0.04二く2xO.8

元~~~ 9.13

13.4kg/cm2

Pl:許容内比(円周方向に対L.て)

第43巻 第9号

げ1= 補強テープの許容応力化g/cm2)

(真申テープの0.2%伸びにおける応ノブとする)

fl:補強テープ厚さ(cm)

d巳:補強層内径(cm)

gl:補強層の補強効果係数0,8とする｡

常時内圧iこ対する安全率は下記のように3.04となる｡

α1 p二竺
4.4
=3.04

3.3.2 軸 方 向 強 度

JJご･- 4∂2≠2舛町l∬巳
_4×9.5×102×0.05〉(27xl)＼0.5

云~d12

二11.7kg/cm3

Y8.:i72

貧:許容再任(軸方向)

`■;ご:補頗テープの許容ストレス(kg/cn12)∂.に同じ

′2:補強テープ厚さ(c111)

d.:鉛被内径(c111)

舛二 補強テープ並列数

Ⅳ:テープ幅(cnl)

範:緒強層が円筒でないための補強効果低減係数

常時IJ拍三に対する安全率ば卜記のように2-65となる,

α｡ニJ旦て▼_二2.65-

4.4

3.3.3 黄銅テープ補強層のクリープ

l~¶計方向の補融層の長期間クリープは以下~のとおりである〕常

時内圧における補強テープの止こプJは次式で計算さJLる｡

lJニニ

Pか J 4.4×9.13×25

2f 抑 2×n.n4×2×22

=2.85kg/m1112

油圧(kg/clll巳)

浦慮層l勺径(cm)

補強僧の厚さ

補強層の巻きピッナ

テープ厚

=285kg/cIllご

第3図 100kV3×125mn12タロ

OFケーブル
ロブレン防食鋼帯がい装
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第4蓑 黄銅テープのクリーフ

温 度(dC〕

Brass

70.･ノ30
149

応∴力(kg/cm2- j CreepRate〔タ6/h

3.15

7.10

7.55

10.60

け.004xlO~ヰ

0.012×10~~1

0.()16×10【｣

0.06×10~l

第5表100kV3×125mm2中油比補強OFケーブル偶

11‖ll!

導体上カーボン紙巻厚さ

絶 縁 厚 さ

絶縁体ヒカ=ボン祇巻厚さ

遮 蔽 用 銅 テ ー プ厚 さ

紙テーノ巻厚さ(二約〕

r ソ ダ 摩

齢 被 摩

さ

さ

nl111

IllIll

グロPプレソ引締テープ巻厚さし約)lmm

炬ピッチ童銅テープ

艮ピッチ黄銅テ【フ

パインド黄銅テープ

防
食
層

クロロゾレソ層厚さ

mnlX枚

mmx枚

mmx枚

タロロブレン什帆布巻厚さ(約)

鋼 帯 が

シ′ コ.
-■

概 算

概 算

い 装 厚 さ

ト 層 厚 さ

標 準ミ静`走 容
_量二(20ひC)

最 大 導 体 抵 抗t200C)

絶 縁 状 抗(､20ウC)

111111

kg.′/km

甘/■kmi
三上 いIl

一"il′′kml

圧 縮 円 形

13.5

0.15

0.1

0.1

16.0士0.5

0.6

=‥∴

0.5

∴!こ

0.5

0.4×2

0.5×27

0.2×2

0.8×2

2.0

112

33.400

0,21

0.145

5,000

董銅のクリーゾについては.甘渥にお=▲るデータは見)Ilらないが

149UCにおけるクリープの実験結冥土はIl.I｣.Bul･ghoff氏(=i)にLL

ろと弟1表のとおりである.､,

補強層のll川日ソJ向止て力ほ2.85kg/11つ1112であるカ､仁一〕舞4表の応力

ニi.15kg/nュ1112の他のクリーーーゾ率むとると0.004×10~4%/hとなるし-

ケーブルの耐川年限を40年とすればこの期閃に,bける全クリー

プ量ほ

40年×365日×24時間×0.004×10~4=0.14%

となる｡ケーブルの補強層温度は実際には700Cをこえないので

クリープほさらに′トさく問題ないことが結論される､〕

よってケーブル構造ほ弟5表に示すとおりとした【つ

3.3.4 耐 内圧試験

ケ岬プル完成後,ケーブル試料に内圧を加え破壊試

験を行った｡その結果を弟る表に示す｡な二払拭験時に

おける外径変化は認められなかっじ,

4.接続箱および付属装置

▲l終 囁 箱

終端箱の構造は基本的には60､70kVOFケーブルと

差異はない｡しかしこのケーブルの布設地が海尉こ近い

第6表 内 匠 試 験 結 果

1163

界圧中端末補強部にて破
壊

5kg/cln2/30分のステ

ップで昇任

第7表 100kVがい管および140kVがい管の特性

全 長(mm二)

せ ん 格 好巨離(mm)

ノミ血漏えい折離(mm､)

け
ん
絡
電
圧

一

絡

一

よ札

■

､才′㌧キ■世

L｢竺性(kV)l

f欄j定一kJlj
Vk

燥圧乾電
47() 520

トノ)にキいこl軋軋一卦こ→いて考慮が払J)か14t)kV川〟)/ハ､管が使絹

さJした､,今い‖吏川された14()kV川のがい管と100kV†1｣かい管の特

性存弟7表に′Jミすし,さr)にこのケープ′レン含めたl‖Ⅰ路の基準衝撃絶

緑レベル(BIl一)か550kVであるノ∴くから協調ギャップの必要性む

認め終端梢にロ､ソドギャ､､′ゾ左.掛廿たし)協調ギ与･ソゾの設掛こ当一′､

てほ下記な考慮した二)

(1)協調ギヤップの放電電圧はケーブ/しのインノニノLスれ‖上より

は低くする()すなわちなんらかの原因で受電所側の避雷器が動rl三

Lない場r引こは協調ギャ､ソプで保護する｡

(2)避雷器か正常な動作ろ了行う喝糾こは協調ギヤップほ動作し

ないt

(3) 架空線のがいf一連の放電電圧よi)は協調ギャッゾの放電電

圧∵1三高くして,協 ギヤップの放電による終端箱の破損の機会む

少なくする｡

今回はケープノしのインパルス耐超圧保証値66()kVおよび架空線

のがい丁連の放電電圧620kVを考慮して650kVに設定した｡終端

絹の構造な第4国に,協調ギャップの相生を弟5図に,また協調ギ

ャ､ソプのせん絡状況せ舞沌匡に示す｡､なお(2)項の避雷器の動作(J)

(5Jにエるケーブノしの帆掛こ/ついては,現地において詳細なサージ.試

験な行ったのでその結果は別途地代する二jl定でとと〕るリ

4.2 普 通 接 続 箱

ケーブルの接続には第7図にホす普通接続絹を偵JllしたL-.この接

続箱の特徴ほ持殊仮潮l卜装i#とパッキング糾､-/ニノJ式を採川したこと

である.｡

ケ岬ブルの油通路内径は16mnlあり6什､70kVケーブルより相

当大きくかつイけ設地の高低差が30m以上にも及び,通常のカ法で

ィイ･
-

何
句
(
切
第

が い 管

~HJとう端子

上部カバー

図

ん批/ 亡ニJ///一年
ノ1ソ′ソよ1ノ

箱

(弧 上部ロッド

亘)下部pッド

亘)下部銅管

構 造 図
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第8表 給 油 系 統 変 化子由
､

＼

_
_
_
_
_

項目
項目

単位当りの
油量

導体+兢絶縁体 1840J/km

数 罷

兢絶縁体+介在部:1,500J/km

終 端 箱

普 通 接 続 指

南 力 油 槽

配 管 内 油

計

180ん′組

30J/組

20J/セル

0.3J/□1

へ
＼
｣
モ
ー

山､

囲

温度変化!変

立

化油量

(.■C〕 ト り〕

940;75 し5～80)
1120m !---

2組

3組

14セル

58.5m

1,680:65(′5､70)

360:45トー5～40＼)

90;35 し5～40､

禦.___iプ聖二竺竺)
17.5l45(-5～40二〉

､
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第5図 協調ギャ ッ プ放電特性

′/♂九ノ

第43 第9与
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第6凶 協調ギャ､ソプ放電状況
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(9 端 銅 管

¢)セミストップ本体

④ スベーサ

(9 導体接続スリープ
(む コネク タ

(可 セミストップノて/しブ

@ セミストップ開閉弁
(め ゴムパッキング

㊥ 接地端子
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㊥ 絶縁油偏屈(広幅ン
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(殉 ストレスコーン

⑯ 半敏銅テーーン

㊥ 錫メッキ軟銅線

@ 保護クランプ

第7図 普 通 接 続 箱 構 造 図

ほ接続作業中ケーブルから油が多量に流fl_1してケープノL内に空気の

浸入するおそれがあった｡そこでケーブル切断から仮油止装置取付

が終るまでの間の油の流出を制限するためビニルチューブを利用し

た特殊セミストップを使用した｡なお本方式は特許出願中である｡従

来の接続箱の組立は銅管本体および端銅管を鉛工によって接続し,

油浸構造としていた｡しかし銅管径が太くなると鉛工作業は困難と

旦旦担旦

なってくる｡今回製作した接続箱の銅管外径ほ260mm¢とかなり

太くなったので鉛工方式にかわってパッキングを使用して油密に組

立てることにした｡パッキング方式とすることにより接続作業に要

する時間を60kV紐の接続箱と同程度まで短縮することができたし

4.3 給 油 槽

ケーブルの給油方式として片端重力油槽方式を採用し,ルートの
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(A)工場→日立駅間トレーラによる運搬

(B)低床串シキに積載した状況

ぐC)布設現地におけるトレーラによる運搬

第8図 ケ
ー ブ ル の 輸 送 状況

高位置側の架空線引どめ鉄塔に重力油槽2基を設置した｡本線路の

ケーブルおよび付属品の各部における変化油晶は弟8表に示すが余

桁油量として120仁を見こみ油槽容量は7セル×2基とした｡

4.4 油量指示および警報装置

神戸製鋼所側受電所より架空線側終端の給油槽の油面を監視する

ためフロート機構に 結されたセルシソ電動機による油面指示装置

と,フロートに取付けられた水銀接点による警報装置が重力油槽に

けられた｡これら発信装置と受 所の受信装置間はOFケーブル

と並行布設されたポリエチレン絶縁ビニルシース鋼帯がい装ケーブ

′レによって接続されている,.

3×125mm2中油圧OFケーブル

第9表 ケーブルドラム寸法および輸送重量

ケーブル長
ドラム さ

No.

､-:

5.1輸

し些⊥

221

378

386

258

､
､
㌧
､
‥

ケーブル量

豪

(kg)

7,400

12,700

12,900

8,70()

′某

9,900

15,600

15,900

11,200

象､

ド ラ ム 寸

鍔 径

2.80∩

3,000

ニi.0011

2,800

クて＼

く冬､

αF ケーフル

第9図 ケーブル布設断面図

5.エ

送

前述のようにケーブル1粂の長さは約380111に

2,09rI

2,150

2,15∩

20,90

1165

し,ドラム込み

重量で最大16tになったので布設現地までの輸送は下記によって行

われた｡

_~【:｣場→日
立駅:トレラー25t横

目立駅→~■F関駅:25tシキ形貸申

~F閲駅→布設現地:トレラー

弟9表にケーブルの輸送重量を示す.弟8図はケーブルの輸送時

の状況である

5.2 ケーブルの布設

ケーブルの埋 方法は弟9図に示すように制御ケーブ/レと共用の

トラフ内に直接埋設する方法がとられたJケーブル延線に当っては

ケーブル 量が33kg/mに達したので5mに1人の割合で人員を

配置し,さらにウインチによる動力引をも併用した｡しかし,以上

の配慮にもかかわらず,ケーブルの延線には多大の困難を伴った｡

延線時のドラム配置,引込方向は弟10図に示すとおりであるが,

とくに架空側終端と No.0ハンドホール(以下H.Hと略称する)

間は高低差約20m,二亘長約100mとな一1ているのでケーブルの延

線および接続作業時の仮油止め施工までの油の流出量などに問題か

あった｡架空線側,立上り部分はスペースのない山上にあり,ここ

まで約10tのケーブルドラムを運び上げることは非常に困難である

と考えられたレ また,かりに出土よりクーp一プルを引き入れた場合高
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低差201ュlによる油仕のかかった状態で桜桃作業な子J▲う

場合には軸止め施二l二までの間に多量の油の洗Hかイ悪さ

れ好ましくない｡一方No.0.H.H側から引き上げる場

釦こは,N().0.H.Hは坂の小間にありドラムーを囲定する

場所がないという制約があった｡､なお坂の｣淵;にほ水､巨

部分があるが,ケーブルの所要長さが 一に変更に

なることなどがあったため,この部分には接続なおくこ

とはできなかった｡以上の点より惧斜の小間平坦部(長

府中学校校庭)にドラムを据付け,まず,No.0.H.HノJ

向へケーブルを延線した後残余ケーブルな校庭にルー∴ソ

状に牒浮-ほどき次にケーブルの~卜11から川上へ7ノlき仁け

た､･､このときの延線状況~む第11図に示

す-∴なおこのときケーブノし_卜l】からNo.

().H.H までの延線が読了した状態で,

あらかじめ仮油1lニガ)を施工し/ここ､この状

態でほNo.0.H.H とケープ/Lドラムと

の高低差は約5mで,油】卜め施l二時にお

ける油の流日量は非常iこ少なく,適摘●の

水-､ド地接続の場合と同し､く約20Jにとど

まった〔､

油正々)施工後の接続部む弟12図に示

すい なお端末部にはさらにケースがかぶ

せられている｡No.0.H.Hにおける接

続作業はケーブルの全長の延線が完了し

てから行われた｡これは下ロケープルの

延線時に布設された上ロケーブルの回転

を考慮した上での対策であったれ 実際

にはケーブル上口端未は全く回転しなか

った｡

5.3 中間才妾続工事

中間3箇所の接続部ほノ､ンドホール内

に収容された｡)

中間接続部は前述のように,従来の鉛

工法にかわってパッキング締付方式を採

用L■たので作業時問が短縮され,60kV

3心用のそれと大差ほなかった｡接続に

要した時間を示すと弟10表のとおりで

ある｡.弟】3図に接続完/後の接続箱せ

示す｡.

H.Hの構造はこれを舞14図に示す｡

5.4 終端箱接続工事

終端箱の接続二1二事ほ線心終端箱が

140kVとなり大形となったか,形式とし

ては通常の60kg級のそれと大差なく順

調に行われた｡完成状態の終端箱を第15

図に示す｡

5.5 ケーブル引とめ装置

立

_′一1
･■..一一▼■一･･一一~

:ギ∴■`R
/

【【.-∩-ノイ

ノ.′J丹

第43巻 第9号

■

′二罰コトフい

打;10Ⅰ､べtケ~→ブ/Lイラム配置牒よび引人れ〃向

第11lXl架空側終端No.O H.H.間布設状況

第12図lイ反渦=巨を施したケーブル終端

架空側終端～No.0.H.H問は第2図にホす偵斜がありこの区間

のケーブルが長別間i･こは~~lご方に移動しないかという懸念があった_.

そこで~仁場軸こおいてケーブノLの布設状態を模凝Lたトラフ内布設

ケーブルの滑りに対する_-†二填の引どめとして働く摩擦係数を測定し

た｡その結果土正によっても変化するが1.0～1.2となり下方に移動

することはないと考えられる｡しかしながら安全をみてこの部分の

ケーブルには弟Id図に示すようなワイヤーグリップによる引どめ

施工を行った｡このワイヤーグリップの把持力についての

を示すと次のようになる｡

験結果

第13図 完成状態の普通接続箱

第10表 捲綻 丁′ド業 所 要 時 間

作 業 ｣
所

ケープノL -■こせとり までの作業

仮 油

線 心

本 体 ナ

排

注

J) 施 ｣二

接

ス 糾

要 時
r時 間.分1)

40

1.40

4.30

1.40

15.40

18

ケーブル両端にワイヤーグリップを取付け30t,横形アムスラー

引張試験機により荷重0より0.2t/minずつ上昇Lた｡防食層表面

につけたマーク間の伸び,ワイヤーグリップの伸び,ワイヤーグリ
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第15図+完成した神い根鋼側の終端
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第17図 ワイヤー∵グリップの試験一変領図

ップの滑りの状態および外観の共′.甘の有一無をしらべた｡試験時の

識線の相対位鮮を示すと舞17図のようになる｡測定結果は舞11表

に示すとおりであるが試験結 を要約すると下記のようになるし.〕

(1)荷重が0～2tの場合にはこの引留方法を行ってなんら不

都合の点はない｡

(2)荷車が3t以_1二になるとまとい二巻川の錫メッキ線がゆる

む:､

引
張
り
試
使
傑
〔
丁
ヤ
∵
ニ
ノ
＼

し3)荷重が3tiこなると-7イヤー

グリップが滑り肘1け磯となる.

このケーブルにおいては土一焼の摩擦

を無視してもワイヤーグリプッにかか

る荷 ほ350kg以仁であるから十分

安全であることが確認された

5.る 国道横断箇所布設工事

No.21J.H付近の国道横断箇所2411-

は重要路線であるため,交通 断する

ことは不可能であり,掘進法によるヒ

ューム管の埋設な行ったし｣この力法は
直径600nlm¢のヒューム管む拙ぶし･

その先端に作業者がはい-∵で鋸進L,

ヒニL-〟符な圧人していく方法であ

るn この方法でほ,一汁過ノ｣イブプッシ

ャ法といわJLるノJ法に比較しで椎葉で

拙Ijも約､l二分ですむ利点ほあるが肌∴-

としては作業苫がヒューム管の先端に

はいるので突然の沈水に合うなと宜危

険な†さドゥことである､Jこのときの作業状況を舞18図に

示す〕

る.現 地 試 験

私設,接統二i二三jlニンヒ了後,l什不l｣36隼1｣J291ト2｣J7

｢-1において下記の試験を行った.

(1)甘相通一馴与の温吐卜軋試験

(2).負荷没入および遮断時の油圧変化

(3)直流耐電圧試験

これらの試験結 の安約な舞12表にホすかいずれも

ケーブルの動作状態には異常のないことが確認された

7.結 言

今回小堪電力株式会社の糾~-i製鋼線としてイ【i.設さ′れた1001くV3×

125mm2中油圧抑臓グロロブレンl彷食OFケーブノしの製造二わよひ

布設接続仁7拝の概触こついで服イ1~iしじ

本⊥事ほl紆述のように現地封Ilfは必ずしも良好とはいえないもの
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第11表 各標識疎開の距離

測定開所および測定値(mm)

F I L

70513,670

備 考

1

1

1

1

1

1

1

1

1

15

1

1

1

1

1

15

202.5

202.5

202.5

202.5

202.5 730完5岳…:…33

502.5巳 505

良
l■

■一

･■

■■

■

■

-′

け

り

■■

メッキ線すべる
■一

け

荷重1】にメッ
キ線のゆるみ

注 荷重30tのみは荷重1分後と15分後の話見を測定したっ

雛12表 現地試駅結果の安約

であったれ 予定された~Ⅰ二期軸こ無事完成をみることができた｡本

報告は本ケーブルの特殊性を主としたが100kV3心OFケーブル

は60～70kVOFケーブルと同等の条件で使用できることが確認さ

れ,今後のこの種ケーブルの需要に対して明るい_比通しを得ること

ができた｡特に木上ルにおいては高低差の大きいルートにおける桜

続作 長条長ケーブルの輸送および延線など,この種ケーブルの祁

設に限らずケーブル布設二【二事の主要事項においても有益な経験を得

ることができた｡

なお,本ケーブルが架空線と巾接接続されるという点で雷サージ

に対する保護が必要であったれ この点付こついては現地において棋

登録新案弟533356号

新 案 の

ギ ヤ カ ツ

この考案は`i~崖車用平行カルダン駆動装置に好適なギヤカップリン

グに関するもので,中央部をそれぞれ雄形朕合邦10および雌形似

合部11をもって胱合せしめた接点板7および8にゴム9を加硫接

着せしめた防振ゴム6をギヤカップリング3,3′間にそう人したも

のである｡

駆動軸1のトルクほギヤカップリング3,防振ゴム6およびギヤ

カップリン

性を与え る

訂
一
と

グ

こ

を経て被動軸2に伝達されるので,ねじりノノ向に弾

でー刀 き,かつギヤカップリング3,3′が軸に垂向な面

内においてずれることは,雄,雌形似合部10,11の朕合によって防

山できる｡したがって防振ゴム6のねじりl･まわ常数をあらかじめ所

要の伯に設定しておけば,動力伝達系のねじり固有振動を規定する

ことができ,八娠のおそれある高周波の振動数から同有振動数をず

らせうるので安定した動力伝達ができる｡

評
三人

貢叩 第43巻 第91J･

第18図 国道燐断都ヒューム管仕入工事

擬適せん結によりサージ試験を行った∪ この結果については別稿(5)

で詳細に報告するチ定である｡

最後に,本-1二事に当り,終始ご指導ご協力いただいた中国電力株

式会社の関係各位に厚くお礼申し上げる(.
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